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第80号

生
活
習
慣
病
か
ら

　
膠
原
病
・
関
節
リ
ウ
マ
チ
ま
で

東
京
女
子
医
科
大
学
附
属
足
立
医
療
セ
ン
タ
ー

内
科　

准
教
授

髙
木　
香
恵

私
は
、
東
京
女
子
医
科
大
学
病
院
（
現
在
は
、
東

京
女
子
医
科
大
学
附
属
足
立
医
療
セ
ン
タ
ー
）
か

ら
派
遣
さ
れ
、
当
院
で
週
１
回
の
外
来
診
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
元
々
は
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
を
含
め
た

膠
原
病
疾
患
を
専
門
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
痛
風

も
専
門
分
野
で
あ
る
た
め
当
院
で
は
同
疾
患
を
中

心
と
し
た
生
活
習
慣
病
外
来
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
昨
今
で
は
関
節
リ
ウ
マ
チ
や
全
身
性
強
皮

症
等
の
膠
原
病
疾
患
に
つ
い
て
近
隣
医
療
機
関
か

ら
紹
介
を
受
け
る
ケ
ー
ス
が
増
え
徐
々
に
、
こ
れ

ら
の
患
者
さ
ん
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
ご
相
談
の
多
い
関
節
リ
ウ
マ
チ

に
つ
い
て
解
説
い
た
し
ま
す
。

関
節
リ
ウ
マ
チ
は
、
関
節
の
内
面
を
覆
っ
て
い
る

滑
膜
（
か
つ
ま
く
）
に
炎
症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
（
炎

症
反
応
を
促
進
す
る
働
き
を
持
つ
タ
ン
パ
ク
質
）
が

産
生
さ
れ
、
炎
症
を
き
た
す
こ
と
で
発
症
す
る
自

己
免
疫
性
疾
患
で
す
。
日
本
で
は
人
口
の
0.5
〜
１
％

が
罹
患
す
る
比
較
的
頻
度
の
高
い
全
身
性
免
疫
疾

患
で
、
男
女
比
は
１
：
３
〜
４
で
あ
り
女
性
に
多

い
病
気
で
す
。
自
己
免
疫
性
疾
患
は
本
来
、
細
菌

や
ウ
イ
ル
ス
等
か
ら
自
分
を
守
る
は
ず
の
免
疫
機

能
が
何
ら
か
の
異
常
を
き
た
し
、
身
体
を
攻
撃
し

て
し
ま
う
疾
患
で
す
。
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
病
因
は

明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
遺
伝
的
要
因
と
環

境
的
要
因
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
発
症
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
10
～
15
％
で
遺
伝
的
要
因

の
関
与
が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
発
症
と
関
連

す
る
遺
伝
子
は
１
０
０
種
類
ほ
ど
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
環
境
因
子
と
し
て
喫
煙
、
歯
周
病
、

副
鼻
腔
炎
、
気
管
支
炎
等
の
慢
性
呼
吸
器
疾
患
等

と
の
関
連
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
節
リ
ウ
マ
チ
の
主
な
症
状
は
、
関
節
の
こ
わ
ば

り
と
関
節
炎
で
す
。
関
節
の
こ
わ
ば
り
と
は
、
関

節
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
く
な
る
こ
と
で
す
。
更

年
期
の
方
や
他
の
病
気
で
も
み
ら
れ
ま
す
が
、
こ

の
疾
患
で
は
起
床
時
に
通
常
１
時
間
以
上
と
長
時

間
続
く
こ
と
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
関
節
炎
は
、

疼
痛
の
み
な
ら
ず
腫
脹
を
伴
い
手
首
や
手
指
の
関

節
に
起
こ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
１
つ
の
関
節
の

み
で
は
な
く
多
関
節
に
出
現
す
る
こ
と
、
同
日
と

は
限
り
ま
せ
ん
が
左
右
対
称
に
生
じ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
関
節
の
炎
症
が
長
期
間
続
く
と
軟
骨
や

骨
が
少
し
ず
つ
破
壊
さ
れ
、
変
形
や
脱
臼
、
強
直
、

拘
縮
を
引
き
起
こ
し
、
日
常
生
活
に
大
き
な
支
障

を
き
た
し
ま
す
。
ま
た
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
疾
患

活
動
性
が
高
い
時
期
に
は
発
熱
、
倦
怠
感
、
体
重

減
少
、
食
欲
不
振
と
い
っ
た
全
身
症
状
を
伴
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
更
に
、
関
節
の
み
な
ら
ず
上
強

膜
炎
（
眼
疾
患
）、皮
膚
潰
瘍
、多
発
単
神
経
炎
（
運

動
・
感
覚
障
害
）、
腎
障
害
、
間
質
性
肺
炎
等
の
肺

病
変
、
血
管
炎
等
の
多
様
な
症
状
を
認
め
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
間
質
性
肺
炎
は
関
節
リ
ウ

マ
チ
の
20
〜
30
％
に
み
ら
れ
予
後
を
左
右
す
る
重

要
な
合
併
症
で
す
。

関
節
リ
ウ
マ
チ
と
診
断
す
る
た
め
に
は
、
関
節
所

見
を
確
認
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
が
確
定
診

断
の
た
め
に
血
液
検
査
や
画
像
検
査
も
行
い
ま
す
。

血
液
検
査
で
は
炎
症
所
見
や
疾
患
特
異
抗
体
と
い

わ
れ
る
抗
Ｃ
Ｃ
Ｐ
抗
体
や
リ
ウ
マ
ト
イ
ド
因
子
等

を
測
定
し
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ら
は
陽
性
で
あ
っ

て
も
必
ず
し
も
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
診
断
に
至
ら
な

か
っ
た
り
、
逆
に
陰
性
で
あ
っ
て
も
診
断
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
画
像
検
査
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮

影
が
一
般
的
で
す
が
、
特
に
骨
び
ら
ん
は
本
疾
患

の
特
異
的
所
見
で
す
。
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
、
急
速

に
進
行
す
る
こ
と
が
判
明
し
て
お
り
、
早
期
診
断
・

治
療
が
肝
要
と
な
り
ま
す
。

治
療
の
第
一
選
択
薬
は
抗
リ
ウ
マ
チ
薬
の
メ
ト

ト
レ
キ
サ
ー
ト
で
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
患
者
の
60
～

70
％
が
使
用
し
て
い
る
同
疾
患
の
ア
ン
カ
ー
ド

ラ
ッ
グ
（
中
心
的
薬
剤
）
で
す
。
有
効
性
が
高
い

薬
剤
で
す
が
使
用
に
あ
た
り
高
齢
や
腎
機
能
低
下

等
の
リ
ス
ク
の
あ
る
患
者
さ
ん
は
、
少
量
で
開
始

す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
同
薬
で
治
療
が
で
き
な

い
方
も
い
ま
す
。
そ
の
場
合
に
は
別
の
抗
リ
ウ
マ

チ
薬
を
選
択
し
た
り
、
疾
患
の
活
動
性
が
高
い
場

合
は
生
物
学
的
製
剤
や
Ｊ
Ａ
Ｋ
阻
害
薬
を
選
択
し

ま
す
。
生
物
学
的
製
剤
と
は
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
の

発
症
に
関
与
す
る
炎
症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
を
抑
制

す
る
作
用
の
あ
る
物
質
を
改
良
し
て
作
ら
れ
た
比

較
的
新
し
い
薬
剤
で
、
現
在
８
種
類
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｋ
阻
害
薬
と
は
炎
症
に
関
わ
る
ヤ
ヌ

ス
キ
ナ
ー
ゼ
（
Ｊ
Ａ
Ｋ
）
と
い
う
酵
素
の
働
き
を

阻
害
す
る
こ
と
で
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
炎
症
を
抑
え

る
治
療
薬
で
５
種
類
あ
り
ま
す
。

治
療
の
進
歩
に
よ
り
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
〝Care

〟

か
ら
〝Cure

〟
で
き
る
疾
患
と
な
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
伴
い
、
高
齢
の
関
節
リ
ウ
マ
チ
患
者
さ
ん
も

増
え
て
い
ま
す
が
、
他
に
治
療
中
の
疾
患
が
あ
っ

た
り
、
腎
機
能
・
代
謝
の
低
下
を
認
め
る
等
す
る

た
め
、
治
療
に
は
細
心
の
注
意
が
必
要
で
す
。
生

活
習
慣
病
か
ら
膠
原
病
・
関
節
リ
ウ
マ
チ
ま
で
皆

様
が
健
や
か
な
生
活
を
送
ら
れ
る
よ
う
、
今
後
も

診
療
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
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院内探訪 　
〜私たちの取り組み〜

防
災
対
策
委
員
会 

副
委
員
長

い
か
な
る
時
で
も
命
を
守
る
〜
備
え
よ
常
に
〜

秋
野　
哲
男

◆
建
物
・
各
種
設
備

◇
建
物

新
耐
震
設
計
法
に
基
づ
き
建
築
さ
れ
、
耐
震
構

造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
天
井
、
壁
は
不
燃

材
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

◇
消
防
設
備

院
内
の
熱
・
煙
感
知
器
に
連
動
し
た
自
動
火
災

報
知
設
備
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
、
排
煙
設

備
、
防
火
扉
、
消
火
用
散
水
栓
等
を
完
備
し
て

い
ま
す
。

◇
電
気
設
備

停
電
時
に
も
最
低
限
の
病
院
機
能
を
維
持
す
る

た
め
、
非
常
用
自
家
発
電
機
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
発

電
機
、コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム（
都

市
ガ
ス
を
燃
料
と
し
、
発
電
す
る
と
同
時
に
発

生
す
る
熱
を
冷
暖
房
・
給
湯
等
に
利
用
す
る
シ

ス
テ
ム
）
を
備
え
て
い
ま
す
。

◇
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
燃
料

自
家
発
電
機
用
燃
料
タ
ン
ク
（
想
定
連
続
稼
働

72
時
間
）
の
備
蓄
と
共
に
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
か

ら
の
給
油
シ
ス
テ
ム
も
完
備
し
て
い
ま
す
。

◇
給
水
設
備

高
架
水
槽
お
よ
び
地
下
受
水
槽
を
備
え
、
後
者

か
ら
は
蛇
口
に
よ
る
手
動
給
水
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

◇
照
明
器
具

停
電
時
等
の
暗
所
作
業
等
に
備
え
、
各
部
署
に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
タ
ン
、
ハ
ン
デ
ィ
ラ
イ
ト
を
配
備

し
て
い
ま
す
。

◇
什
器
転
倒
防
止

書
棚
や
ロ
ッ
カ
ー
等
が
転
倒
し
な
い
よ
う
、
転

倒
防
止
器
具
を
院
内
各
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

◇
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
シ
ー
ト

病
棟
内
の
全
て
の
窓
ガ
ラ
ス
、
ガ
ラ
ス
戸
棚
等

に
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
シ
ー
ト
を
貼
付
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
１
階
ロ
ビ
ー
は
、
強
化
ガ
ラ
ス
と

な
っ
て
い
ま
す
。

◇
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
運
転
制
御

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
制
御
室
に
Ｐ
波
（
初
期
微
動
）

感
知
器
付
地
震
時
管
制
運
転
機
能
を
備
え
て
お

り
、
発
震
時
に
は
乗
員
の
閉
じ
込
め
防
止
の
た

め
最
寄
り
階
に
停
止
し
、
扉
を
開
放
し
ま
す
。

◇
止
水
板
・
排
水
ポ
ン
プ

建
物
周
囲
か
ら
屋
内
へ
の
水
の
流
入
を
防
ぐ
た

め
、
各
出
入
口
に
設
置
す
る
簡
易
止
水
板
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
外
部
か
ら
、
あ
る
い
は

排
水
管
の
逆
流
等
に
よ
る
浸
水
に
対
し
て
、
電

動
排
水
ポ
ン
プ
を
備
え
て
い
ま
す
。

◇
除
雪
機
等

積
雪
時
に
通
路
・
駐
車
場
等
を
除
雪
す
る
た
め

除
雪
機
、
除
雪
用
具
（
ス
ノ
ー
ス
コ
ッ
プ
、
ス

ノ
ー
ダ
ン
プ
等
）
を
配
備
し
、
患
者
の
皆
様
が

安
全
に
通
行
・
駐
車
で
き
る
よ
う
職
員
一
丸
と

な
っ
て
除
雪
い
た
し
ま
す
。

◆
情
報
通
信

◇
地
震
計
内
蔵
緊
急
地
震
速
報
受
信
機

発
震
時
に
内
蔵
の
地
震
計
で
Ｐ
波
を
検
知
す
る

と
共
に
、
気
象
庁
の
緊
急
地
震
速
報
と
も
連
動

し
て
い
る
た
め
、
迅
速
か
つ
確
実
に
地
震
発
生

を
警
告
し
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
が
受
信

す
る
一
般
向
け
の
緊
急
地
震
速
報
と
は
異
な
り
、

同
機
で
は
初
期
微
動
を
検
知
す
る
と
気
象
庁
の

デ
ー
タ
と
照
合
し
、
何
秒
後
に
揺
れ
が
到
達
す

る
か
を
瞬
時
に
計
算
し
、
事
前
に
発
報
し
ま
す
。

震
度
５
弱
以
上
の
場
合
は
、
全
館
放
送
が
流
れ

る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
５
秒
前

に
地
震
を
検
知
で
き
れ
ば
、
安
全
な
防
御
姿
勢

が
と
れ
る
た
め
負
傷
者
を
約
80
％
減
ら
す
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
研
究
報
告
が
あ
り
ま
す
。

◇
安
否
確
認
シ
ス
テ
ム

職
員
の
安
否
確
認
は
も
と
よ
り
、
災
害
時
に
１

人
で
も
多
く
の
人
員
を
招
集
で
き
る
よ
う
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
を
活
用
し
た
安
否
確
認
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
い
ま
す
。同
シ
ス
テ
ム
で
は
、

帰
宅
困
難
な
職
員
が
離
れ
た
家
族
の
安
否
や
所

在
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◇
通
信
機
器

外
部
と
の
通
信
機
器
と
し
て
衛
星
携
帯
電
話
、

業
務
連
絡
用
と
し
て
無
線
機
20
台
を
配
備
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
電
話
（
災
害
時
優
先
電
話

を
含
む
）
交
換
機
の
電
源
は
非
常
用
電
源
等
に

も
接
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
更
に
、
厚
生
労
働
省

に
よ
る
広
域
災
害
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
）
が
使
用
で
き
る
環
境
を
院
内
複

数
箇
所
に
設
け
て
い
ま
す
。

災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
委
員
会

上
級
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー
（
地
域
防
災
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

多
数
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
か
ら
12
年
、
関
東
大
震
災

か
ら
は
１
０
０
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
我
が
国
の
周
辺
に
は
、４
つ
の
プ
レ
ー
ト（
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
、

北
米
プ
レ
ー
ト
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
）
が
存
在
し
、
そ
の
境
界
で

多
く
の
地
震
が
発
生
し
ま
す
。
こ
れ
が
〝
地
震
大
国
日
本
〟
と
い
わ
れ
る
所
以
で
す
。
こ
の
よ
う
に

日
本
に
住
ん
で
い
る
以
上
は
、
地
震
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
の
で
す
。
ま
た
、
災
害
は
地
震
だ
け
で
は

な
く
火
災
、
停
電
、
台
風
や
線
状
降
水
帯
等
に
よ
る
水
害
、
降
雪
に
よ
る
雪
害
等
が
あ
り
、
そ
れ
ら

が
複
合
し
て
発
生
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
我
々
は
何
を
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
過
去
の
災
害
事
例
を
基
に
想
定
し
、
少
し
で

も
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
た
め
の
対
策
を
講
じ
、
皆
に
周
知
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
医
療
機

関
に
お
い
て
は
激
甚
災
害
時
は
通
常
診
療
が
継
続
困
難
と
な
り
、
限
ら
れ
た
物
資
の
中
で
患
者
の
皆

様
の
大
切
な
命
を
守
る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
院
で
は
、
２
０
１
１
年
の
東
日
本

大
震
災
以
降
、
設
備
等
の
ハ
ー
ド
面
の
強
化
を
は
じ
め
、
そ
れ
ら
を
取
り
扱
う
職
員
の
教
育
・
訓
練

に
も
防
災
対
策
委
員
会
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
以
下
、
当
院
に
お
け
る
防
災
対
策
に

つ
い
て
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

1

救命処置訓練の様子
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◆
災
害
時
備
蓄
品

◇
医
療
材
料
・
薬
剤

発
災
時
、
同
時
多
発
的
に
負
傷
者
が
発
生
し
た

場
合
、
ト
リ
ア
ー
ジ
（
治
療
の
緊
急
性
や
症
状

の
重
症
度
等
か
ら
優
先
順
位
を
決
め
、
治
療
等

を
行
う
こ
と
）
を
実
施
し
ま
す
が
、
入
院
患
者

用
と
は
別
に
、
そ
の
た
め
の
医
療
材
料
、
薬
剤

を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

◇
食
料
・
飲
料
水

入
院
患
者
用
・
職
員
用
と
し
て
３
日
分
、
外
来

患
者
用
と
し
て
１
食
分
（
帰
宅
ま
た
は
近
隣
避

難
所
へ
の
移
動
ま
で
の
分
）
を
備
蓄
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
災
害
時
に
自
動
販
売
機
の
商
品
を

無
償
提
供
で
き
る
よ
う
各
メ
ー
カ
ー
と
災
害
救

援
ベ
ン
ダ
ー
契
約
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

◇
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
・
調
理
器
具

災
害
時
に
少
し
で
も
温
か
い
食
事
を
提
供
し
た

い
と
の
想
い
か
ら
、
備
蓄
食
料
は
湯
煎
レ
ト
ル

ト
食
品
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
加

熱
用
に
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
お
よ
び
ガ
ス
コ

ン
ロ
等
の
炊
き
出
し
用
調
理
器
具
を
備
え
て
い

ま
す
。

◇
ト
イ
レ
・
清
拭
布

患
者
用
と
し
て
携
帯
ト
イ
レ
（
便
器
取
り
付
け

タ
イ
プ
）、
職
員
用
と
し
て
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
時
の
よ
う

に
自
由
に
水
を
使
用
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
衛
生
管
理
の
た
め
に
ウ
ェ
ッ

ト
シ
ー
ト
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。

◇
防
寒
具

停
電
等
に
よ
り
暖
房
が
使
用
不
能
と
な
っ
た
際

の
防
寒
対
策
と
し
て
、
ア
ル
ミ
保
温
シ
ー
ト
を

備
蓄
し
て
い
ま
す
。

◆
教
育
・
訓
練

◇
自
衛
消
防
訓
練

夜
間
に
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
通

報
・
初
期
消
火
・
避
難
誘
導
訓
練
を
年
２
回
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
４
月
の
新
入
職

者
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
防
火
・

防
災
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
安
否
確
認
訓
練

全
職
員
に
対
し
て
年
２
回
、
訓
練
日
時
を
事
前

告
知
せ
ず
に
通
信
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

職
員
が
シ
ス
テ
ム
の
操
作
に
慣
れ
る
こ
と
、
ま

た
災
害
対
策
本
部
・
各
部
署
長
が
職
員
の
安
否

や
出
勤
の
可
否
、
予
測
来
院
時
間
等
を
把
握
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◇
被
害
状
況
報
告
訓
練

年
１
回
の
法
定
電
気
設
備
点
検
（
全
館
停
電
）

を
利
用
し
て
、
災
害
を
想
定
し
無
線
機
と
被
害

状
況
報
告
書
を
用
い
た
各
部
署
か
ら
災
害
対
策

本
部
へ
の
報
告
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◇
食
事
供
給
訓
練

備
蓄
庫
か
ら
の
物
資
の
搬
出
、
貯
水
槽
か
ら
の

給
水
、
調
理
器
具
の
設
置
等
の
食
事
供
給
訓
練

を
月
１
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
、
各
職
員
が
体

験
し
て
い
ま
す
。

◇
止
水
板
設
置
訓
練

水
害
の
発
生
を
想
定
し
、
止
水
板
の
保
管
場
所

の
確
認
お
よ
び
組
み
立
て
設
置
の
実
施
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◇
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
通
信
訓
練

Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
と
は
、
広
域
災
害
発
生
時
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
各
医
療
機
関
の
被
災
状
況
や

活
動
状
況
等
の
情
報
を
共
有
（
厚
生
労
働
省
、

都
道
府
県
、
医
療
機
関
）
し
、
迅
速
か
つ
適
切

な
医
療
・
救
護
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
シ
ス

テ
ム
で
す
。
同
シ
ス
テ
ム
の
接
続
・
使
用
方
法

の
訓
練
を
防
災
対
策
委
員
会
お
よ
び
幹
部
職
員

に
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

以
上
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
当
院

の
防
災
対
策
を
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
実

際
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
対
策
に
は
終
わ
り

が
な
い
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
が
、
診
療
は
も

と
よ
り
防
災
面
に
お
い
て
も
安
全
・
安
心
な
病

院
で
あ
り
続
け
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
努
め
て

参
り
ま
す
。
最
後
に
、
私
達
一
人
ひ
と
り
が
過

去
に
発
生
し
た
災
害
を
教
訓
と
し
、〝
想
定
外
〟

を
〝
想
定
内
〟
と
し
て
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
、
犠
牲
に
な
ら
れ
た

方
々
へ
の
手
向
け
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

食事供給訓練の様子と、備蓄してある食料（上右）

↑正面玄関の止水板設置訓練

自衛消防訓練
消火器を使った消火訓練（上）
シーツを使っての移送（右）
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予防接種のご案内
 〜ジェンナーからの贈り物〜

上野恩賜公園の片隅にひっそりと、しかし力強く 1 体
の銅像が建っています。「種痘醫祖善那君像」と銘打たれ
た、その像は 18 ～ 19 世紀の英国の医師エドワード・ジェ
ンナーをかたどったものです。ジェンナーは、伝染力が
非常に強く死に至る疫病として人々から恐れられていた
天然痘の予防法として種痘（天然痘ワクチンの接種）を
1796 年に発明しました。これには、牛等の動物を宿主と
する牛痘（ラテン語：Variolae vaccinae）ウイルス（実
際には馬痘ウイルス）が用いられ、ワクチン（Vaccine）
の語源となりました。なお、我が国では江戸時代後期
に種痘が普及し始め、明治中頃の 1896 年には種痘発明
100 年を記念し、その功績を称えるべく冒頭のジェンナー
像が建立されるまでになりました。

その後も種痘は、世界中に広まり発明から約 180 年の
時を経て、1980 年の WHO（世界保健機関）による天然

痘の世界根絶宣言に至りました。なお、天然痘は人類史
上初にして唯一、根絶に成功した感染症といわれていま
す。また、「近代免疫学の父」と呼ばれるジェンナーの業
績は、天然痘ワクチンのみならず、その後の予防医学・
免疫学の発展に受け継がれていきました。

時は流れて 21 世紀に生きる私達にとって、新型コロナ
ウイルス感染症のワクチンを巡る一連の騒動は、記憶に
新しいところです。“ 牛痘を接種すると牛になる ” と言
われ当初、ジェンナーは種痘の普及に苦労をしたそうで
すが、昨今のインターネット上で飛び交うフェイクニュー
ス等を目にするにつけ、医学は進歩しても人の心理は変
わらないと考えてしまいます。一方、新型コロナ禍を経
て予防接種に対する人々の関心が大きく高まったことも
事実です。現在、我が国では生涯にわたり多くの種類の
予防接種を受けられる機会がありますが、その効果や目
的、副反応の可能性（国の設ける予防接種健康被害救済
制度等を含む）等の正しい情報を得て理解し、有効活用
することが肝要です。以下では、その中から本年度当院
で実施している予防接種について、ご案内いたします。

接種費用 ①定期接種（下記の費用助成あり）：2,500 円（税込）
②任意接種：4,400 円（税込）

対象者 16 歳以上
費用助成
制度

（八王子市高齢者インフルエンザ予防接種費助成制度）
・接種当日、八王子市※に住民登録があり、（1）ま
　たは（2）に該当する方
　※近隣市（町田市、日野市、多摩市、稲城市）に　
　　お住まいの方も接種可能です。
　（1）65 歳以上の方
　（2）60 ～ 64 歳で、特定疾患により身体障害者手
　　　帳 1 級相当の障害を有する方
　※市からの予防接種助成券等の配付はありません。

実施期間 2023 年 10 月 10 日（火）～ 2024 年 1 月 31 日（水）
※ワクチンの在庫が無くなり次第、終了とさせていただき
　ます。

接種費用 ①定期接種（下記の費用助成あり）：1,500 円（税込）
②特別接種（　　　　〃　　　　）：4,000 円（税込）
③任意接種：9,350 円（税込）

対象者 60 歳以上
費用助成
制度

（八王子市高齢者肺炎球菌予防接種費助成制度）
・接種当日、八王子市に住民登録があり、過去に成
　人用の肺炎球菌ワクチンを一度も接種したことが
　ない（1）または（2）に該当する方

（1）定期接種
　ア．年度末（2024 年 3 月 31 日）時点で 65 歳、
　　　70 歳、75 歳、80 歳、85 歳、90 歳、95 歳、
　　　100 歳である方
　イ．60 ～ 64 歳で、特定疾患により身体障害者手
　　　帳 1 級相当の障害を有する方

（2）特別接種
　65 歳以上で上記定期接種の年齢に該当しない方
　　※定期接種（ア）に該当する方には、市から予防
　　　接種助成券が送付されます。
　　※定期接種（イ）または特別接種に該当する方は、
　　　八王子市保健所に事前申請していただき、予防
　　　接種助成券をご用意ください。

実施期間 2023 年 4 月 3 日（月）～ 2024 年 3 月 29 日（金）

接種費用 無料
対象者 16 歳以上

　・初回接種（1・2 回目）を終えた方に限る。
　・接種当日、八王子市に住民登録がある方または、
　　住所地外接種届出済証※をお持ちの方
　　※他市にお住まい方は、八王子市保健所に事前申請
　　　していただき、住所地外接種届出済証をご用意く
　　　ださい。

実施期間 2023 年 10 月 2 日（月）～ 2024 年 3 月 30 日（土）
※接種予約枠が満員となり次第、終了とさせていただき
　ます。

接種費用 ①予防接種券あり（下記の費用助成あり）：
　接種 1 回あたり 11,000 円（税込）
②予防接種券なし：接種 1 回あたり 23,100 円（税込）
※本ワクチン（不活化ワクチン）は、2 回接種となり
　ます。

対象者 50 歳以上
費用助成
制度

（八王子市帯状疱疹予防接種費助成制度）
・接種当日、八王子市に住民登録がある 50 歳以上の方
　※八王子市保健所に事前申請していただき、予防接
　　種助成券をご用意ください。

実施期間 2023 年 8 月 1 日（火）～ 2024 年 3 月 29 日（金）

◆インフルエンザワクチン予防接種 ◆肺炎球菌ワクチン予防接種

◆新型コロナウイルスワクチン予防接種

◆帯状疱疹ワクチン予防接種

ジェンナーは、発明した種痘法について特許を取得しな
かったそうです。何故なら、特許により高価なものになって
しまうとワクチンが多くの人々に行き届かないと考えたから
です。ワクチンという人類に対するジェンナーからの贈り物
を、これからも大切にしていきたいです。

〖ご予約は、受付窓口または電話にてお受けいたします〗

◇電話番号　042-626-5111（代表） ◇受付時間　平　日　9：00～ 17：00
　　　　　　土曜日　9：00～ 13：30


